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■『平成29年度第56回通常総会』開催（県連）
■『平成29年度第1回商工会青年部研修会並びに通常総会』開催（県青連）
■『平成29年度第51回通常総会』及び『第1回研修会』開催（県女性連）
■『第18回商工会女性部主張発表広島県大会』開催（県女性連）
■『働き方改革実践企業認定制度』の創設に係る合同記者会見を開催（県連）
■『平成29年度第13回広島県商工会職員協議会　
　パワーアップセミナー』開催（県連）
■今年も熱気あふれるマツダスタジアムで『商工会の日記念事業』を実施（県連）
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平成29年度  行動指針平成29年度  行動指針 「もう一歩前へ！やってみましょう！」

働き方改革で新たな認定制度がスタート

広島県商工会連合会では、働き方改革の
優れた取組を実践する企業を新たに認定
する制度を広島県商工会議所連合会とと
もに創設しました（P５に関連記事）
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受賞者を代表し謝辞を述べる大崎上島町商工会 松浦会長

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
五
月

二
十
五
日
（
木
）、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）
に
て
、

『
平
成
二
十
九
年
度
第
五
十
六
回
通
常
総

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
十
四
名
の
出

席
の
も
と
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

熊
高
一
雄
会
長
は
開
会
の
挨
拶
で
、

「
平
成
二
十
八
年
度
は
、
持
続
化
補
助
金

を
は
じ
め
、
使
い
や
す
い
施
策
を
効
果
的

に
活
用
す
る
等
、
小
規
模
事
業
者
の
前
向

き
な
事
業
経
営
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
た
年
度
だ
っ
た
」
と
振
り

返
り
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
行
動
指
針
の
三
本
柱
の
一
つ

で
あ
る
“
会
員
満
足
度
の
向
上
”
で
は
、

経
営
発
達
支
援
計
画
策
定
チ
ー
ム
の
巡
回

支
援
に
よ
り
、
年
度
末
ま
で
に
二
十
九
商

工
会
が
経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
や
、
持
続
化
補
助
金
の
申
請
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
申
請
九
百
四
十
六
件
中

三
百
七
十
件
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

説
明
。
ま
た
“
商
工
会
の
機
能
強
化
”
で

は
、「
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
覚
書
締

結
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
や
、
広
島
県

議
会
商
工
会
地
域
活
性
化
議
員
連
盟
の
支

援
に
よ
り
、
お
お
む
ね
必
要
な
執
行
体
制

の
確
保
が
で
き
た
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
通
常
総
会
で
は
安
芸

太
田
町
商
工
会
の
津
田
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
二
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
一
号
議
案
─
平
成
二
十
八
年
度
事
業

報
告
書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表

及
び
財
産
目
録
承
認
の
件（
監
査
報
告
）

・�

第
二
号
議
案
─
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補

欠
選
任
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
は
、
越
智
理
事
（
前
県
青

連
会
長
）
の
辞
任
に
伴
い
上
程
さ
れ
た
も

の
で
、
熊
高
会
長
は
植
田
悠
司
県
青
連
会

長
を
推
薦
。
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
後
に
行
わ
れ
た
『
正
副
会
長
研
修

会
』
に
は
、
Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法

人
の
篠
原
敦
子
氏
が
講
師
と
し
て
登
場
。

『
事
業
継
承
の
現
状
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
後
に
は
、
中
国
経
済
産
業

局
小
滝
産
業
部
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

を
迎
え
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
珠
算
検
定

実
施
・
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
推
進
に
優

秀
な
実
績
を
残
し
た
商
工
会
な
ど
に
、
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
商

工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に
貢
献
し
た
商

工
会
に
、
広
島
銀
行
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

株
式
会
社
か
ら
、
ま
た
、
商
工
会
の
共
済

制
度
『
か
が
や
き
』
の
普
及
推
進
に
寄
与

し
た
商
工
会
に
、
広
島
県
中
小
企
業
共
済

協
同
組
合
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

『
平
成
二
十
九
年
度

　第
五
十
六
回
通
常
総
会
』開
催

『
平
成
二
十
九
年
度

　第
五
十
六
回
通
常
総
会
』開
催

二
つ
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
可
決

県 連

五
月
九
日
（
火
）、
広
島
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広

島
（
広
島
市
中
区
田
中
町
）
に
て
、『
平

成
二
十
九
年
度
第
一
回
商
工
会
青
年
部
研

修
会
』
並
び
に
『
平
成
二
十
九
年
度
通
常

総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
出
席

（
三
十
四
名
）
の
も
と
、
平
成
二
十
八
年

度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
前
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
五

人
の
副
会
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
。『
県
青
連
役
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

今
の
自
分
は
な
い
〜
副
会
長
が
本
音
を

ぶ
っ
ち
ゃ
け
ま
す
〜
』
と
題
し
、
植
田
悠

司
副
会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
花
木
勝
徳
副
会
長
、
藤
原
浩
一
副
会

長
、
伊
達
幸
太
郎
副
会
長
、
松
山
和
雄
副

会
長
が
本
音
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
会
場
か
ら
の
質
問 県　青　連

『
第
一
回
商
工
会
青
年
部

　
　研
修
会
並
び
に

　
　
　
　通
常
総
会
』開
催

『
第
一
回
商
工
会
青
年
部

　
　研
修
会
並
び
に

　
　
　
　通
常
総
会
』開
催

平
成
二
十
九
年
度
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に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
答
え
る
形
で
進
行
。

「
役
員
に
な
る
と
出
か
け
る
こ
と
が
多
く

な
る
と
思
う
が
、
家
族
の
理
解
は
ど
う

や
っ
て
得
て
い
る
の
か
？
」
「
人
前
で
上

手
に
話
す
た
め
に
は
？
」
「
役
員
に
な
る

前
と
後
で
は
何
が
変
わ
っ
た
？
」
「
頑
張

る
こ
と
が
で
き
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

何
？
」
「
時
間
の
上
手
な
使
い
方
は
？
」

な
ど
、
様
々
な
質
問
が
飛
び
出
し
、
五
名

の
副
会
長
は
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
真
剣
に
回
答
。
最
後
に
「
副
会
長
か

ら
見
た
越
智
会
長
は
？
」
と
の
質
問
に
、

「
全
国
の
青
年
部
員
を
率
い
て
い
こ
う
と

さ
れ
る
熱
い
想
い
と
カ
リ
ス
マ
性
を
持
つ

越
智
会
長
と
一
緒
に
広
島
県
商
工
会
青
年

部
を
牽
引
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
越
智
会

長
へ
の
愛
を
語
り
ま
し
た
。

研
修
後
に
開
か
れ
た
『
平
成
二
十
九
年

度
通
常
総
会
総
会
』
で
は
、
安
芸
津
町
商

工
会
青
年
部
の
新
川
部
長
を
議
長
に
選
出

し
、
二
つ
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支

決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に
関
す
る
件

新
役
員
は
以
下
の
通
り
。

会
　
長　

植
田
悠
司

副
会
長　

大
島
久
典　

竹
本　

浩

　
　
　
　

土
井
尊
徳　

奥
本
隆
三

　
　
　
　

松
山
和
雄

理
　
事　

滝
原
雄
太　

三
村
直
雅

　
　
　
　

前
田
大
輔　

堀
田
眞
司

　
　
　
　

國
元
英
雄　

上
田
竜
也

　
　
　
　

高
野
憲
治　

行
武
美
実

　
　
　
　

中
島
清
貴　
　
　

監
　
事　

堀
田
隼
人　

伊
藤　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
計
十
七
名
）

そ
の
後
、
高
山
博
州
県
議
会
副
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、

『
平
成
二
十
九
年
度
県
青
連
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長

表
彰
式
（
経
営
革
新
承
認
事
業
所
十
六

名
・
部
員
増
強
運
動
五
部
門
）
の
受
賞
者

が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

●�

平
成
二
十
八
年
度
経
営
革
新
支
援
法
認

定
青
年
部
員

・
小
原　

俊
之
（
高
陽
町
：
小
原
石
材
）

・
濱
本　
　

護
（
呉
広
域
：
㈱
三
四
五
屋
）

・
瀬
戸　

勝
尋
（
呉
広
域
：
㈲
瀬
戸
鉄
工
）

・
竹
本
真
佐
人

（
呉
広
域
：
㈲
竹
本
住
宅
設
備
）

・
井
上　

峰
志

（
江
田
島
市
：
峰
商
事
合
同
会
社
）

・
栗
栖　

俊
明
（
安
芸
太
田
町
：
㈱
百
姓
屋
）

・
川
本　

悌
史
（
安
芸
太
田
町
：
㈱
恐
羅
漢
）

・
松
本　

亮
介

（
安
芸
高
田
市
：
ま
つ
も
と
園
芸
サ
ー
ビ
ス
）

・
森
下　

惠
介

（
大
崎
上
島
町
：
㈲
モ
リ
シ
タ
デ
ン
キ
）

・
高
野　

憲
治
（
沼
隈
内
海
：
㈲
た
か
の
）

・
信
岡　

幸
一

（
福
山
北
：
㈲
エ
キ
ヤ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

・
杉
原　

宏
幸
（
福
山
北
：
㈱
リ
バ
ー
シ
ス
）

・
光
末　

幸
司

　
（
神
石
高
原
：
㈱
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ム
光
末
）

・
三
輪　

裕
治
（
神
石
高
原
：
三
輪
酒
造
㈱
）

・
佐
々
木
貴
規

（
神
石
高
原
：
サ
ン
ワ
チ
ッ
プ
㈲
）

・
名
越　

圭
祐（
東
城
町
：
㈱
ト
ー
エ
イ
）

●�

部
員
増
強
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

と
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
を
比
較
し

た
最
上
位
者
）

・
部
員
数
の
増
加
（
純
増
）
数
の
部
（
五

日
市
）

・
新
規
加
入
部
員
数
の
部
（
五
日
市
）

・�

部
員
増
加
比
率
の
部
（
五
日
市
・
上
下
町
）

・
女
性
青
年
部
員
新
規
加
入
数
の
部
（
江

田
島
市
・
福
山
北
・
上
下
町
）

・
若
手
部
員
（
二
十
代
）
新
規
加
入
数
の

部
（
五
日
市
）

越智会長から植田新会長を始めとする第20代新役員へ
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

五
月
二
十
六
日
（
金
）、
広
島
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
が
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
南
区
元
宇
品
町
）

に
て
、『
平
成
二
十
九
年
度
第
五
十
一
回

通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
人
出

席
三
十
人
、
委
任
状
四
人
、
計
三
十
四
人

の
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業

所
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
井
上
文
江
会
長
は
、
昨

年
の
広
島
県
商
工
会
女
性
部
組
織
化
五
十

周
年
を
振
り
返
り
、記
念
大
会
を
は
じ
め
、

実
施
し
た
様
々
な
記
念
事
業
へ
の
協
力
と

理
解
に
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
記

念
誌
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、「
資
料
的
価
値

を
有
し
た
、
素
晴
ら
し
い
記
念
誌
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

通
常
総
会
に
は
広
島
県
商
工
労
働
局
経

営
革
新
課
の
松
岡
弘
道
課
長
（
湯
﨑
英
彦

県
知
事
代
理
）、
県
連
石
井
正
朗
専
務
理

事
、
県
共
済
堀
岡
芳
郎
常
務
理
事
（
林
恵

介
県
共
済
理
事
長
代
理
）、
県
青
連
の
植

田
会
長
の
四
名
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
代

表
し
て
松
岡
課
長
、
石
井
専
務
か
ら
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
呉
広
域
商
工
会
女
性

部
の
宇
和
村
静
子
部
長
を
議
長
に
、
三
つ

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
一
号
議
案
─
平
成
二
十
八
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・�

第
二
号
議
案
─
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補

欠
選
任
に
関
す
る
件

・�

第
三
号
議
案
─
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
運
営
規
約
（
案
）
の
制
定
承
認

の
件

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
で
は
執

行
部
が
、
昨
年
度
実
施
し
た
事
業
等
に
つ

い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
も

実
施
予
定
の
夢
ぷ
ら
ざ
で
の
『
広
島
県
商

工
会
女
性
部
フ
ェ
ア
』
や
『
女
性
部
経
営

者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
』
へ
の
参
加
・

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

佐
々
木
副
会
長
が
五
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
退
任
す
る
の
に
伴
っ
て
上
程
さ
れ
た
第

二
号
議
案
で
は
、
新
副
会
長
に
東
城
町
商

工
会
女
性
部
部
長
の
金
藤
政
子
さ
ん
、
理

事
に
三
次
広
域
商
工
会
の
横
手
千
恵
子
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
、
拍
手
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
六
月
一
日
か

ら
平
成
三
十
年
五
月
の
総
会
ま
で
。

総
会
終
了
後
に
は
『
第
十
八
回
商
工
会

女
性
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
『
商
工

会
女
性
部
研
修
会
』
を
同
時
開
催
。
研
修

会
で
は
、
㈱
Ｍ
Ｃ
小
川
グ
ル
ー
プ
の
小
川

尚
美
氏
が
『
心
の
こ
も
っ
た
会
話
術
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

小
川
氏
は
、「
会
話
で
最
も
大
切
な
こ

と
は
相
手
を
思
い
や
る
心
。
心
が
あ
れ
ば

相
手
に
好
感
が
持
っ
て
も
ら
え
、
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
る
。
一
度
、
信
頼
関
係
を
築

く
と
楽
に
お
付
き
合
い
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
相
手
に

好
印
象
を
与
え
る
言
葉
の
選
び
方
や
ル
ー

ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

小
川
氏
が
「
余
計
な
一
言
」
な
ど
、
失

敗
の
具
体
例
を
い
く
つ
か
上
げ
る
と
、
会

場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
、
大
き
く
う

な
ず
く
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
講
演

後
に
は
、
会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

通常総会では、3つの議案について審議が行われました

県 女 性 連

『
第
五
十
一
回
通
常
総
会
』

　
 

及
び『
第
一
回
研
修
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催

『
第
五
十
一
回
通
常
総
会
』

　
 

及
び『
第
一
回
研
修
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催

平
成
二
十
九
年
度
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五
月
二
十
六
日
（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、『
第
十
八
回

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
』

が
開
催
さ
れ
、
六
つ
の
地
域
か
ら
選
ば
れ

た
代
表
が
、
日
頃
の
女
性
部
活
動
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
や
想
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
芸
南
西
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
橋
口
千
恵
子
さ
ん
（
大
野

町
）、
芸
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
大
高
下

栄
子
さ
ん
（
広
島
東
）、
芸
北
地
域
協
議

会
代
表
の
上
松
洋
子
さ
ん
（
安
芸
高
田

市
）、
中
央
地
域
協
議
会
代
表
の
坪
郷
和

子
さ
ん
（
広
島
県
央
）、
備
南
地
域
協
議

会
代
表
の
松
田
純
子
さ
ん
（
世
羅
町
）、

備
北
地
域
協
議
会
代
表
の
渡
邉
な
お
み
さ

ん
（
三
次
広
域
）
の
六
名
。

各
代
表
は
、
女
性
部
で
の
活
動
や
地
域

振
興
活
動
で
得
た
経
験
や
成
果
を
イ
キ
イ

キ
と
発
表
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
の
は
備
南
地
域
協
議
会
代
表
の
松
田
純

子
さ
ん
（
世
羅
町
）。
優
秀
賞
は
芸
北
地

域
協
議
会
代
表
の
上
松
洋
子
さ
ん
（
安
芸

高
田
市
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
審
査
委
員

長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
広
告
局
の
三
藤

和
之
担
当
局
長
は
松
田
さ
ん
の
発
表
に
つ

い
て
「
随
所
に
キ
ー
ワ
ー
ド
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
聴
き
や
す
く
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス
も
抜
群
」と
評
価
し
、「
さ

ら
に
抑
揚
を
つ
け
て
自
信
を
持
っ
て
話
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、全
国
に
通
用
す
る
！
」

と
中
四
国
大
会
に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
、
九
月
七
日
に
島
根
県
で

開
催
さ
れ
る
『
平
成
二
十
九
年
度
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
』に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

六
月
十
四
日
（
水
）、
県
庁
に
て
『
働

き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
』
の
創
設

に
係
る
合
同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
働
き
方
改
革
に
取
り

組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
県
内
企
業
を

「
働
き
方
改
革
実
践
企
業
」
と
し
て
認
定

す
る
た
め
、
広
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会

及
び
広
島
県
商
工
会
連
合
会
が
創
設
し
た

も
の
で
す
。

記
者
会
見
に
は
、
湯
﨑
知
事
、
広
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
の
深
山
会
頭
、
広
島

県
商
工
会
連
合
会
の
熊
高
会
長
が
出
席
。

制
度
の
創
設
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
深

山
会
頭
は
、「
労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
、

企
業
が
継
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

経
営
戦
略
と
し
て
働
き
方
改
革
に
取
り
組

み
、
意
欲
あ
る
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き

る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
働
き
方
改
革
の
重
要
性
を

強
調
。
熊
高
会
長
は
、「
改
革
に
取
り
組

み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
そ

の
他
の
企
業
が
改
革
に
取
り
組
む
き
か
っ

け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
展
望
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
企
業
の
取
り
組
み
を
優
良

事
例
と
し
て
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
広
島
県
の
湯
﨑
知
事
は
「
経
済
団

体
と
県
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

県
全
体
で
働
き
方
改
革
を
加
速
で
き
る
と

期
待
し
て
い
る
。
県
と
し
て
制
度
そ
の
も

の
の
周
知
・
浸
透
、
認
定
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

経
済
団
体
と
県
が
連
携
し
、
働
き
方
改

革
に
関
す
る
認
定
制
度
を
創
設
す
る
の
は

全
国
初
の
取
り
組
み
。
初
年
度
は
年
二
回

（
六
月
、
十
月
頃
）
募
集
し
、
年
度
中
に

五
十
社
程
度
の
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

県
女
性
連

『
第
十
八
回

　商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

　
　
　
　広
島
県
大
会
』開
催

『
第
十
八
回

　商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

　
　
　
　広
島
県
大
会
』開
催

『
第
十
八
回

　商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

　
　
　
　広
島
県
大
会
』開
催

『
働
き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
』の

創
設
に
係
る
合
同
記
者
会
見
を
開
催

『
働
き
方
改
革
実
践
企
業
認
定
制
度
』の

創
設
に
係
る
合
同
記
者
会
見
を
開
催

優
良
事
例
を「
見
え
る
化
」し
、

県
内
企
業
の
働
き
方
改
革
へ
の

取
組
を
促
す

県連
最優秀賞を受賞した松田さんと会場からエールを送った女性部のみなさん

左から湯﨑知事、深山会頭、熊高会長
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
六
月
十
七
日
（
土
）、
広

島
市
文
化
交
流
会
館
（
広
島
市
中
区
加
古

町
）
に
て
、『
平
成
二
十
九
年
度
第
十
三
回

広
島
県
商
工
会
職
員
協
議
会　

パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
事
例
シ
ー
ト
を
提
出
し

た
百
十
四
名
の
中
か
ら
優
良
事
例
と
し
て

選
ば
れ
た
五
名
の
代
表
者
に
よ
る
『
経
営

支
援
事
例
発
表
大
会
』
を
実
施
。
日
頃
の

経
営
支
援
の
取
り
組
み
や
そ
の
成
果
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

（
発
表
者
）

①�

福
山
北
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
匡
志
主
任
主
事

②
福
山
北
商
工
会　

吉
村
昇
司
主
任
主
事

③
大
崎
上
島
町
商
工
会　

渡
川
誠
之
課
長

④
世
羅
町
商
工
会　
　
　

三
谷
一
郎
主
任

⑤�

安
芸
高
田
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
憲
課
長
補
佐

発
表
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
第
二
部

の
研
修
会
で
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の

土
井
和
雄
組
織
運
営
課
長
が
『
経
営
発
達

支
援
事
業
の
求
め
る
も
の
』
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
個
者
に
対
す
る
丁
寧
な
経
営
支
援

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
永
年
勤
続
表
彰

（
三
十
年
・
二
十
年
・
十
年
表
彰
）
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
営
支
援
事
例
発
表
会
の
結

果
発
表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
は
「
『
世

羅
黒
う
ど
ん
』
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
販

路
開
拓
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
世

羅
町
商
工
会
の
三

谷
一
郎
主
任
が
受

賞
。
支
援
を
経
営

指
導
員
だ
け
で
な

く
補
助
員
や
記
帳

専
任
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
専

門
性
を
活
か
し
、

チ
ー
ム
で
支
援
に

取
り
組
ん
だ
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
三
谷
主

任
は
十
月
五
日

（
木
）、
岡
山
県
で

開
催
さ
れ
る
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

広
島
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　6月14日（水）、広島県商工会連合会はマツダスタジア
ムにて『商工会の日記念事業』を実施しました。今年も
各ゲートに職員が立ち、来場者に商工会とひろしま夢ぷ
らざをPRするオリジナルうちわを配布。スタジアム内で
は大型ビジョンにPR画像を放映し、特産品が10名に当
たる抽選会も行われました。
　この日のイベントには、県連の職員が参加。試合はオ
リックスを相手
に 延 長12回7-6
でのサヨナラ勝
ち！約3万人の来
場者に対し、商
工会とひろしま
夢ぷらざをPRす
る絶好の機会と
なりました。

今年も熱気あふれるマツダスタジアムで
『商工会の日記念事業』を実施（県連）
今年も熱気あふれるマツダスタジアムで
『商工会の日記念事業』を実施（県連）

『
第
十
三
回

広
島
県
商
工
会
職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

百
十
四
の
経
営
支
援
事
例
か
ら

選
ば
れ
た
五
名
の
代
表
者
が

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
を
発
表

平成29年度

県連
経営支援事例の発表者5名と職協山崎会長



−   −

SHOKO 広島県商工連会報　平成29年7月1日　VOL.376

7



−   −8


